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研究成果の概要： 
 第一にある線形群の SU(2,1)上の保形式の空間の表現の跡を具体的に決定した。第二に楕円

モジュラ形式からヒルベルトモジュラ形式の持ち上げの内積の比の代数性を証明した。第三に

マース波動形式 f から次数 2n+1 のジーゲルモジュラ形式 F の持ち上げを構成し、F の標準的

ゼータ関数を f の標準的ゼータ関数で表示した。 
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１．研究開始当初の背景 
(1)小嶋は一般代数体上の半整数の重さのモ
ジュラ形式 fから偶数の重さのモジュラ形式
F への志村対応 S を決定し、F のフーリエ係
数を fのフーリエ係数を用いて表示した。更
に fのフーリエ係数の平方を Fに付随するゼ
ータ関数の中心値を用いて表示した。 
(2) 小嶋とコーネンは楕円モジュラ形式から
ジーゲルモジュラ形式への池田の持ち上げ
の像に関するコーネン予想を n が 4|n,4|n-1 
の場合を解決した。 
 
 
 
２．研究の目的 
(1) 楕円モジュラ形式からジーゲルモジュラ
形式への池田の持ち上げの像に関するコー
ネン予想を n が 4|n-2,4|n-3 
の場合を解明する。 
(2) 一般代数体上の一般表現付きの半整数の
重さのモジュラ形式 fから偶数の重さの一般
表現付きのモジュラ形式 Fへの志村対応 Sを
決定し、F のフーリエ係数を f のフーリエ係
数を用いて表示する。更に fのフーリエ係数
の平方を Fに付随するゼータ関数の中心値を
用いて表示したい。 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
(1) のコーネン予想を解決する方法は池田
の持ち上げの像がジーゲルモジュラ形式の
マース空間 M と一致することを示すことで
ある。主な方法はジーゲルモジュラ形式のフ
ーリエ、ヤコビ展開とテータ関数の変換公式
を用いて M から半整数の重さのモジュラ形
式の空間への線形写像 T を定義する。コーネ
ンの補題を用いてTが池田持ち上げの逆対応
であることを証明し我々の結果を得るよて
いである。 
(2)第二の課題を解明するにはテータ関数と
志村の変換公式を用いて、一般代数体上の一
般表現付きの半整数の重さのモジュラ形式 f
から偶数の重さの一般表現付きのモジュラ
形式 F への志村対応 S を構成する。F のフー
リエ係数を fのフーリエ係数を用いて表示す
ることはテータ関数をポアンカレ 
の級数の形に分解して行う。また fの定数倍
を Fとテータ関数の積の積分表示する。次に
この定数が平方因数の無い整数におけるフ
ーリエ係数と一致することを示す。またアイ

ゼンシュタイン級数とテータ関数の積の志
村対応の像がアイゼンシュタイン級数の平
方であることを示し、f のフーリエ係数の平
方を Fに付随するゼータ関数の中心値を用い
て表示する。 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 
 
 (1)一般の総実代数体上の index N の
Jacobi 形式 f から Hilbert モジュラ 形式 F
への対応 T を構成し, F の Fourier 係数を f
の Fourier 係数を用いて, 具体的に表示した。
また f の平方因子が無い整数における
Fourier 係数の平方を, f の対応 T による像
F=T(f)に付随するゼータ関数の中心値を用い
て , 具 体 的 に 表 示 し た 。 こ れ に よ
り ,Kohnen-Gross-Zagier による Jacobi 形
式の Fourier 係数の平方と楕円モジュラ形式
に付随するゼータ関数の中心値との間の関
係式を一般の総実代数体上の Jacobi 形式の
場合に一般化され 
 
 
(2) 線形群SL(3,F(p)),SU(3,F(pp))のSU(2,1)
上の保型形式の空間への表現を定義し、その
跡を具体的に計算しその表現を求めた。 
(3)楕円モジュラ形式からヒルベルトモジュ
ラ形式の持ち上げを線形写像の形に決定し、
持ち上げの内積の比をゼータ関数の特殊値
で表してその代数性を証明した。 
(4) SL(2,Z) に関するマース波動形式 f から
次数が 2n+1 のジーゲルカスプ形式 F への持
ち上げを定義した。更に f がヘツケ作用素の
同時固有関数のときFもヘツケ作用素の同時
固有関数であることを証明し、F の標準的ゼ
ータ関数を f の標準的ゼータ関数を用いて表
示した。 
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